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（別紙様式３）

農業農村整備事業等事後評価地区別結果書

局 名 関 東 農 政 局

都道府県名 群馬県 関係市町村名 太田市（旧新田郡新田町）
お お た し に つ た ぐ ん に つ た ま ち

事 業 名 農業集落排水事業 地 区 名 村田・小金井地区
む ら た こ が ね い

事業主体名 太田市（旧新田郡新田町） 事業完了年度 平成16年度

〔事業内容〕
事業目的 : 農業用水の水質保全と、農村生活環境の整備改善を行い、農業生産性の向上と

生活環境の改善を図る。
計画人口 : 3,690人（定住2,839人、流入851人）
主要工事 : 管路施設 29.5km

処理施設 １箇所
総事業費 : 3,226百万円（国庫補助対象事業費2,937百万円、町単独事業費289百万円）
工 期 : 平成9年度～平成16年度

〔項 目〕
ア 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

１ 快適性及び衛生水準の向上
・ 事業の実施により、評価時点の農業集落排水の接続率は48.6％となり、快適性が向上した。

２ 農業用水の水質保全
・事業実施により農業用用排水路への生活雑排水の流入がなくなり、農業用水の水質保全が

図られた。

イ 事業効果の発現状況
１ 事業の目的に関する事項

① 農業用水及び公共用水域の水質保全
・ 汚水処理施設が整備されたことにより、農業用用排水路への生活雑排水の流入が減少し、農業

用水及び河川の水質保全が図られている。
【放流水の水質】

[計画流入水質］ [計画処理水質］ ［放流水の水質(H21実測)］
ＢＯＤ ・・・ 200mg/L → 20mg/L以下 → 3.0 mg/L
ＳＳ ・・・ 200mg/L → 50mg/L以下 → 2.0 mg/L

（資料：平成21年度 農業集落排水処理施設（村田･小金井地区）年次報告書）

２ 土地改良長期計画における施策と目指す評価の確認
① 循環型社会の構築に向けた取組
・ 農業集落排水施設から放流される処理水は、計画処理水質基準を下回っており、地区の下流

域で農業用水として問題なく再利用されている。

ウ 事業により整備された施設の管理状況
施設の技術的管理は、市の委託する専門の維持管理業者によって適切な管理が行われてお

り、良好な放流水質が確保されている。

エ 事業実施による環境の変化
１ 生活環境

・農業集落排水施設への接続を契機に宅内の水回り（トイレ、台所、風呂）が整備され、地
区内水路の水質が浄化されたことにより、悪臭及びハエ、蚊の発生が減少した。

２ 農業生産環境
・汚水処理施設が整備されたことにより、農業用用排水路への生活雑排水の流入が減少し、
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農業用水及び河川の水質保全が図られている。

【放流河川の水質】
平成8年 平成17年 平成20年 （資料：太田市環境白書）

ＢＯＤ ・・・ 6.6mg/L 3.0mg/L 2.1mg/L
ＳＳ ・・・ 37.3mg/L 12.5mg/L 5.8mg/L

オ 社会経済情勢の変化
１ 社会情勢の変化

・事業実施前の平成９年より事業完了後の平成22年にかけて、旧新田町の総人口は1.8%、
総世帯数は核家族化などにより20.9%それぞれ増加している。

（旧新田町） 平成9年 平成16年 平成22年 (資料：群馬県統計年鑑）
総人口 29,770人 29,490人 30,316人 （H22資料：太田市全住民調査月報）

総世帯数 8,796世帯 9,598世帯 10,634世帯

２ 地域農業の動向
・旧新田町内の農家数は、事業実施前の平成９年より事業完了時の平成16年度にかけて、

19.7%減少している。

（旧新田町） 平成9年 平成16年 平成20年 （資料：群馬県統計年鑑）
農家数 1,639戸 1,316戸 未調査

（参考 太田市） 平成9年 平成16年 平成20年 (資料：群馬農林水産統計年報）

農家数 7,290戸 5,315戸 5,309戸

カ 今後の課題等
本地区は自前で単独浄化槽を設置している家庭も多く、その耐用年数が過ぎるまでは集排

への接続は難しい。今後も戸別訪問などにより引き続き接続の促進を図っていく必要があ
る。

[農業集落排水接続状況] (H22.3.31現在)
現況定住人口 3,869人
接続人口 1,882人
接続率 48.6％

（資料：平成21年度 太田市下水道等整備状況）

事 後 評 価 結 果 ・農業集落排水施設への接続を契機に宅内の水回り（トイレ、台所、
風呂）が整備され、地区内水路の水質が浄化されたことにより、悪
臭及びハエ、蚊の発生が減少した。

・汚水処理施設が整備されたことにより、農業用用排水路への生活雑
排水の流入が減少し、農業用水及び河川の水質保全が図られてい
る。

・事業区域内において未接続者がいることから、戸別訪問などによ
り、引き続き接続の促進を図っていく必要がある。

第 三 者 の 意 見 ・事業実施により、家庭雑排水の農業用用排水路への流入が防止され
生活環境の快適性が向上しているほか、放流河川の水質保全に貢献
している。

・今後は、接続率の向上促進に向け、地区住民が地域環境保全の意識
を高める啓発を図ることが効果的である。
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